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11 月９日（日） 蒜山高原バス旅行に行ってきました！ 

 

mailto:himeji-ikuseikai@nifty.com
http://himeji-ikuseikai.o.oo7.jp/


【デイねっとクラブ＆親子バス旅行 報告】 

１１月 9 日（日）、デイねっとクラブと親子バス旅行合同企画で岡山県に行ってきました。会員＆スタッフ、

ボランティア総勢 51 名でした。大型バス１台に乗り込み、楽しく話をしながら岡山に向かいました。 

まずは「津山まなびの鉄道館」に行きました。小雨が降っていましたが、昔の機関車や特急の前で写真を撮

ったり、ジオラマを眺めたりして楽しみました。そして「蒜山高原センター」へ。美味しい地鶏のすき焼きや

蒜山おこわを食べた後は、待望のアイスクリーム作り。材料をボール型の容器に入れて、ひたすら転がすとな

んと美味しいアイスクリームの出来上がり！不思議な感覚を味わいながらいただきました。帰りに「蒜山ジャ

ージーランド」に立ち寄りました。あいにくの雨で、牛の姿は見られませんでしたが、広い高原を散策して気

分が新鮮な感じになりました。バスの中ではガイドさんが色々な話をして下さり、楽しく過ごすことができま

した。帰りの車内では、疲れたのか、ぐっすり寝ている人も多く見られました。あっという間の一日で、解散

時にはまた来年が楽しみ！という声があちらこちらで聞かれました。今回もスタッフやボランティアの皆さ

んにお手伝い頂き無事終えることができました。本当にありがとうございました。  （理事：竹中 正彦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【デイねっとクラブに参加された方の感想】 

津山まなびの鉄道館で、キハ 33 系が見れたのが楽しかったです。お土産も買えて嬉しかったです。食事は

嫌いなものが無くて良かったです。おいしかったです。ジャージー牛の牛乳はいつもの牛乳と違っていて、ち

ょっと緊張しました。バス旅行はまた行きたいです。(N.T) 

 

【親子バス旅行に参加された方の感想】 

以前訪れたことのある鉄道博物館も含まれており、私自身「子どもたちは楽しめるかな？」と少し心配して

いましたが、杞憂に終わりました。その後、メインの目的地である蒜山高原へ移動し、参加者全員で昼食をと

りました。障害のあるご本人や、他の育成会の方々など、多様なメンバーが集まり、みんなで賑やかにジンギ

スカンを囲みました。 

食事の後は、アイスクリーム作り体験です。当初の予想以上に時間がかかりましたが、その分、皆さんと和気

あいあいと楽しむことができました。特に印象的だったのは、私の子どもも含め、参加者が 10 分ほど転がし

ながらアイスを作る工程です。「ハイハイ」と声をかけながら一生懸命に取り組む姿が見られました。出来上

がったアイスクリームは評判も良く、「美味しい！」という声があちこちから上がりました。 

その後は牧場へ移動しましたが、あいにくの天気で十分な見学はできず、少し時間が足りなかったようにも感

じました。年に一度の旅行ですが、参加者は顔なじみの方が多く、「来てくれたね」と温かい声を掛け合う場

面もありました。来年もまた参加したいという声も多く聞かれ、素晴らしい交流の場になったと思います。 



計画を立ててくださった役員の皆様、そして当日お手伝いをしてくださった方々に心より感謝申し上げます。

おかげさまで楽しい一日を過ごすことができました。ありがとうございました。        （H・S） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティアさんの感想】 

岡山バス旅行にお誘いいただき、誠にありがとうございました。大変有意義な時間を過ごすことができまし

た。感謝の気持ちでいっぱいです。岡山旅行での思い出と自身の学びを文章にしました。 

朝から夕方まで、学び楽しめる充実した旅を過ごすことが出来ました。 

初めて参加させて頂いたので、最初は場に馴染めるか、私には何ができるのかと参加者の皆さんとの関わり

方に不安を抱いていました。ですが、旅を共に過ごす中で、話しかけて下さったり、一緒に行動することを誘

って下さったりと、最初にあった壁が少しずつ薄まっていくのを感じました。 

旅の中で起こる様々な作業を、参加者の皆さんが物凄く楽しんでいて、それを支えるスタッフの皆さんの姿

と暖かい空間が印象的でした。｢来年もやりたいね、来てね｣と声をかけて下さり、参加者さんの喜ぶ姿を見ら

れた事が何より嬉しかったです。 

今回の旅で学んだ事が大きく 2 つあります。1 つは、アイスクリーム作り体験での事です。以前の私は、効

率を求めて全員に作業が行き渡る様割り振っていました。ですが人には得手不得手があります。今日の旅では、

蓋を開けたいけれど開けられない方に、半分開けた状態でお任せする等の、個人に合ったお手伝いを行う事が

出来ました。 

もう 1 つは参加者さんとの関わり方についてです。私には、仲を深めようとするために｢友達｣のような関

係値に近づこうと、年齢差や性別を余り気にしないコミュニケーションの取り方をする癖があります。それは

ある意味危険であり、良い距離感を探すことの大切さを学びました。 

敬語だからといって仲が深まらないわけではなく、距離を保ちながらも仲を深めることを次の課題に、また

頑張りたいです。 

素敵な思い出と、良い学び、発見があったバス旅行でした。ありがとうございました。 

 (姫路獨協大学医療保健学部 作業療法学科 H.Y) 

 

 

 

 

 

 

 

 


